
農と環境と食を結ぶ新資格「食農環境管理士」

青年農業者や栄養士など、これからの農と食を担う若い人材を育成している（財）農

民教育協会が、農と食の世界に新たな魅力を生み出す試みを開始した。

「農と環境保全」「農と食の安心」を総合的にコーディネートする専門家の育成をめ

ざし、新しい資格を創設し、平成１９年度から本格的試験を行う。

▼ 新資格の名称は「食農環境管理士」 「農業環境」と「農産食品」の２部門

・試験科目は４科目

農業環境部門：環境保全型農業、資源循環、農産物の安全、論文

農産食品部門：フードシステム、鮮度保持及び食品衛生、農産物の安全、論文

・受験資格は

農、食、環境、資源等に関して学んだ４大卒相当(卒業見込みを含む)の人、または

これに相当する実務経験のある人

▼ 資格取得者の活躍領域

・「農と環境のコーディネーター」として、農業生産者、ＪＡ職員、県や市町村職員、

ＮＰＯ職員など、生産活動と環境保全の両面で活動できる人

・「農と食のコーディネーター」として、農業生産、ＪＡ、生協や青果会社などで農畜

産物の集荷流通、消費アドバイスなど農と食の両面で活動できる人

・「地産地消コーディネーター」として、ＪＡ、給食施設（栄養士）、生鮮食品販売や

直売所などで、地域農産物の域内流通をコーディネートできる人

・「食農教育コーディネーター」として、子供たちの健やかな成長のために食育などの

指導に携わる人

▼ 資格試験と受験準備セミナー

＜食農環境管理士資格試験＞

１０月２２日（土））

＜受験準備セミナー＞

９月３日（土）

第一線の研究者、教育関係者、現業指導者、ジャーナリスト等の講師

詳しくは下記までお問い合わせください。

(財)農民教育協会「食農環境人材育成センター」

〒 ３１９－０３２３ 茨城県水戸市鯉淵町５９６５

電話 ０２９－２５９－５１１６ FAX ０２９－２５９－５１１７

Ｅ-mail nominkyo@gaea.ocn.ne.jp



新「食農環境管理士」と関連資格（想定相関図）

ビオトープ管理士（民）

自然環境保全

ＪＡＳ有機認証検査員（民） 生物多様性創出

特別栽培農産物確認責任者（民） 地域計画

連携･協力

連携 環境計量士（国）

協力 環境保全型農業 〔濃度関係〕

有機農業技術、資源循環

農業環境部門 残留農薬・カビ毒、省エネ

自然環境と生物多様性

「農と環境のコーディネーター」

ＪＡ営農指導員
食農環境管理士

農産食品の鮮度保持・食品衛生 (連携協力)

農産食品部門 農産物と加工食品の安全流通

農産食品加工のシステム

残留農薬・カビ毒等 連携

「流通・地産地消コーディネーター」

連携 食品衛生管理者（国）

協力 食品衛生責任者（国）

調理師（民）

栄養士・管理栄養士（国）

市町村、教育・医療・福祉施設等 フードスペシャリスト（民）

「食と健康のコーディネーター」 食品の鑑別評価

食商品の選定助言等


